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1事例以上ある場合:10点
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③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

点

期限内に提出していない場合:-50点

⑤短時間勤務に係る労働条件

○

⑥時差出勤制度に係る労働条件

○ 点

1事例以上ある場合:10点

○

○

5 点
（※）８項目の合計点に応じた点数 （注1）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

点数

労働時間 5点 20点 30点 40点 55点 65点 80点 90点

生産活動 ⁻20点 ⁻10点 20点 40点 50点 60点 合計

多様な働き方 0点 5点 15点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点

0点 10点

様式２-１

2025

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 にこにこ会 事業所番号 3411501152

住　所 広島県福山市神辺町西中条1099番地４ 管理者名 有永　崇道

電話番号 084-960-2020 対象年度 2024年度

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

80

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

5

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上参加している

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満 ②研修、学会等又は学会誌等において発表

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　　　１回以上の場合

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満 ③視察・実習の実施又は受け入れ

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満 　　　 いずれか一方のみの取組を行っている

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満 ④販路拡大の商談会等への参加

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　１回以上の場合

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点 ⑤職員の人事評価制度

（Ⅱ）生産活動 　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

○

①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用
者に支払う賃金の総額以上

○

60

⑥ピアサポーターの配置

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の
各年度における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利
用者に支払う賃金の総額以上

　 　　　ピアサポーターを職員として配置している

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活
動収支のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

　
⑦第三者評価

　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産

活動収支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以
上

　
⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の
各年度における生産活動収支がいずれも当該各年度に利
用者に支払う賃金の総額未満

　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用
者に支払う賃金の総額未満

　
小計（注2）

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

（Ⅲ）多様な働き方（※）
地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公
庁等での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果
をインターネット等により公表している

○ 10①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

15

　　　　　就業規則等で定めている

②利用者を職員として登用する制度

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅵ）経営改善計画

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計
画の提出を求められているが、指定された期日までに提出して
いる。

○
0

　　　　　就業規則等で定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件

　　　　　就業規則等で定めている

（Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている 前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及
び能力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を
記載した報告書を作成し、インターネットの利用その他の方法
により公表している。

○ 10

　　　　　就業規則等で定めている

180
／２００点

利用者の知
識・能力向上

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

　　　　　就業規則等で定めている

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

　　　　　就業規則等で定めている

小計（注1）

項目



前年度（2024年度）

時間 人 時間

　 会計期間（4月～3月）

前々々年度（2022年度）

円 円 円

前々年度（2023年度）

円 円 円

前年度　（2024年度）

円 円 円

前年度（2024年度）における取組（全体表「（Ⅲ）多様な働き方」の各項目において「就業規則等で定めている」と選択した場合に記載）

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨 ◎利用者を職員として登用する制度を 在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

に関する制度を定めている 定めている に関する制度を定めている

◎フレックスタイム制に係る労働条件を ◎短時間勤務に係る労働条件を ◎時差出勤制度に係る労働条件を
定めている 定めている 定めている

◎有給休暇の時間単位取得または、計画的付与制度 ◎傷病休暇等の取得に関する事項を

を定めている 定めている

前年度（2024年度）における取組（全体表「（Ⅳ）支援力向上」の各項目に取組あり選択とした場合に記載）

◎研修計画を策定している ◎研修、学会等又は学会誌等において ◎先進的事業者の視察・実習の実施している

◎外部研修、もしくは内部研修を 　１回以上発表している もしくは、他の事業所の視察・実習を受け入れている

１回以上実施している。 ※先進的事業者名

　  実施日  実施日/ 参加者数 月 日 人

※学会誌等名 ※他の事業所名

 掲載日 月 日  実施日/ 参加者数 月 日 人

◎販路拡大の商談会や展示会等へ 回以上 ◎職員の人事評価制度を整備している ◎ピアサポーターを配置している

参加している。 　 　 ◎当該人事評価制度を周知している ◎当該ピアサポーターは「障害者ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ研修」

※商談会等名　　 人事評価制度の制定日 2019年10月 1日 　を受講している

 主催者名　　 人事評価制度の対象職員数 3名 ※配置期間　　月　日～　月　日

 日時 月 日 うち昇給・昇格を行った者 3名  就業時間

 内容　 当該人事評価制度の周知方法 職員へ配布  職務内容

◎前年度末日から過去３年以内に ◎ＩＳＯが制定したマネジメント

　福祉サービス第三者評価を受けている 　規格等の認証等を受けている

※評価を受けた日 月 日 　 ※認証を受けた日 月 日 　

 第三者評価機関  規格等の内容

◎指定権者である都道府県（指定都市・中核市）へ、

　経営改善計画書へ提出した。

※受理日 年 月 日 　

各項目について適宜、実績がわかる情報を追加すること。

  実施日・受講者数　10月22日・23日　1名

様式２－２

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ、Ⅵ）

（Ⅰ）労働時間

雇用契約を締結していた全て
の利用者における延べ労働時
間

25,787
雇用契約を締結していた
延べ利用者数

4,079
利用者の１日の
平均労働時間数

6.3

37,911

生産活動収入から経
費を除いた額

26,572,639
利用者に支払った賃
金総額

（Ⅱ）生産活動

生産活動収入から経
費を除いた額

23,594,838
利用者に支払った賃
金総額

23,550,379 収支 44,459

生産活動収入から経
費を除いた額

24,474,108
利用者に支払った賃
金総額

24,436,197 収支

（Ⅳ）　支援力向上

26,521,047 収支

（Ⅲ）多様な働き方

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ②利用者を職員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

51,592

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件 ⑥時差出勤制度に係る労働条件

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ⑧傷病休暇等の取得に関する事項

（Ⅵ）　経営改善計画

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表 ③視察・実習の実施又は受け入れ

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

2025年　2月　1日

※研修名　第3回「障がいのある人たちの働き方を支える」を考えるセミナー

 発表テーマ　関東串製造作業での５S活動

※研修名  R６年度福祉職員キャリアパス対応生涯研修　中堅職員

  研修講師　　民安和宏・本永史郎　他３名



2025年 4月 1日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜成果＞

連携した結果に対する意見または評価・今後の連携強化に向けた課題

活動場所　　　なかやま牧場　本社・加茂農場

実施日程　　　2024年4月1日～2025年3月31日

実施した概要

　　　　　　　・本社にて清掃作業

　　　　　　　・農場にて牛舎えさやりの清掃作業

　　　　　　　・食品製造に必要なHACCPの見直しと再構

                          築と作業場衛生環境の整備

利用者数　　計４名

利用者の多様的な働き方を行う。

また、地域に出て作業を行うため、現場を通して社会性を身に

着ける。

HACCPの見直し・再構築をすることで、製造工程のチェッ

ク・管理と商品に対する責任をもつ。

連携先企業名 株式会社なかやま牧場 担当者名

企業の方への言葉使いが、その時に適した返答ができてきてお

り、その意識を持って行動できるようにしている。

また、急な作業変更にも落ち着いて取組むことが出来てきてい

る。

連携先の企業等の意見または評価

総務課　山田浩彰

　しっかりと運用していただいております。

・本社清掃作業については、定期清掃内容をしっかりと行っていただいており、助かっております。お客様が来社

　された際に、建物が築22年経過しているとお伝えした際に、驚かれるのも、普段からしっかりと清掃をしていただ

　いているにこにこ福祉会様のおかげだと思っております。

・農場の清掃については、人手不足が叫ばれている中、皆さんが清掃をして下さることで、牛飼いの人が、牛飼いに

　集中できて助かっています。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 にこにこ会

住　所 広島県福山市神辺町西中条1099番地4

・HACCPに関しては、構築された運用方法を遵守していただき、年間を通して大きなトラブルも無いように

3411501152

有永　崇道

2024年度電話番号 084-960-2020

別 紙 ●

牛舎清掃

企業内清掃



＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所　　福山市かんなべ市民交流センター３階

第１、第２学習室

実施日程　　2024年5月11日（土）　9：30～11：30

実施概要　　合理的配慮についての勉強会

参加者　　　利用者17名　　職員4名

＜目的＞

＜成果＞

084-960-2020 対象年度 2024年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 株式会社ひまわり地域生活支援拠点コーディネーター　髙橋　実

　知的障害当事者である就労継続支援A型事業所の利用者に障害者差別解消法が令和６年度から改正され、民間企業にも合理的配

慮義務が生じたことを知らせるため、千葉県健康福祉部障害福祉課作成のマンガでわかる障害者差別解消法を印刷して配布して

説明した。

　マンガによるイラストで場面が紹介されているため、知的障害者にも分かり易く、特に買い物場面での価格表示などがわかり

にくいので、こういしてほしいという合理的配慮への要望が複数だされた。

2025年　　4月　　1日

資料がイラスト入りで分かりやすかった。

お店の商品の価格表示が店によって税込価格、税抜きと表記がバラバラで困る。

困った時にはどうすればいいか分かったなどの意見がでました。

合理的配慮がどういった制度なのか、マンガで説明した

ので理解されていた。利用者からも質問がでており、

困った時の対応をどうすればよいかなど、職員へ質問す

る方もおられた。

合理的配慮について学ぶ。実際に困ったことなどを聞い

て、困った時にはどうすればよいかまた、どのような方

法や制度があるのか知る。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 にこにこ会 事業所番号 3411501152

利用者からの意見・評価

住　所 広島県福山市神辺町西中条1099番地4 管理者名 有永　崇道

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号

様式２


